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Châu）を中心とした東遊運動（1905 ～ 1909 年）であった。東遊運動は、ベトナム版
「日本に学べ」運動であるが、フランス植民地からの民族独立運動と結びついてい
たのである。だがべトナムの近代化という見地からすると、むしろファン・チュウ・
















　1925 年、14 年ぶりにフランスから帰国したファン・チュウ・チン（Phan Châu 
Trinh,1潘周楨 ,11872–1926）は、結核を悪化させ、1926 年 5 月 24 日夕方、56 歳で息
1　1「中学猛軻西学廬致向而表」とは、中国の孟子や西洋のルソーまで貴君の中に体現されている





ンでの葬儀には 1万 6000 人の民衆が参加した。葬儀は、憲政党の創設者、ブイ・
クアン・チュウ（Bùi Quang Chiêu）や著名な弁護士、ファン・バン・チュオン（Phan 
Văn Trường）、『東法時報』（Ðông Pháp Thời Báo）の主筆、チャン・フイ・リュウ（Trần 
Huy Liệu）が取り仕切った。葬儀にはベトナム人のみならず、多くの中国人、フラ
ンス人、カンボジア人やチャム族が参加した。フエの葬儀は、ファン・ボイ・チャ




　チンの死はその後 2 年間、国中にストの波を喚起した（Vinh Sinh,12009:137–38;1
Hue-Tam Ho Tai,11992:1157;1Trần Văn Giàu,12013:175）。
　本稿は、ファン・チュウ・チンを中心とする東京義塾の形成とそこで使用された
教科書の一つ『文明新学策』（Văn minh tân học sách）を取り上げ、フランス植民地下

























































　1907 年 3 月、彼を中心に友人たちと東京義塾（Đông Kinh Nghĩa Thục）を開学した。
絹織物商で中国学者のルオン・ヴァン・カン（粱公玕 , Lương Văn Can,11854–1927）を
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